
2015年度 関西学院高等部 学校評価を終えて 

 
 関西学院では、学校教育法の改正を契機として初等部・中学部・高等部が互いに連携を

とりながら整合性のとれた学校評価を実施する制度を構築してきました。また上記の組織

以外に幼稚園、千里国際中等部・高等部、大阪インターナショナルスクールも学校評価に

加わり、世界市民を育成するという同じ目的を持つ関西学院の共同体として、総合学園と

しての教育の繋がりを深めつつあります。 
 2010 年度からは、関西学院が幼稚園から大学院まで連なる総合学園である強みを生かし、

接続する学校の教職員でもある先生方に、専門的な視点からのご意見をうかがうことで、

第三者評価と学校関係者評価の両方の性格を併せ持つ「第三者評価／学校関係者評価」を

導入しています。今年度は高等部内の自己評価に対して、教職教育研究センター教員、中

学部長、千里国際中等部・高等部校長、評価情報分析室室長の意見を伺って、客観的な評

価、指摘をいただきました。教育研究関係者、大学教職員、中学校、高等学校といった教

育に関わっておられる見識ある方々にいただいた評価や指摘を、今後の高等部教育発展の

糧にさせていただきます。 
 関西学院独自の評価項目として、「キリスト教主義教育の実践」を、学校評価ガイドライ

ン（文部科学省、2010 年７月付）で示された学校運営における 12 分野の項目の中から、「教

育課程・学習指導」「教育環境整備」を選び、さらに高等部は重点的課題として、「人権教

育」、共学化元年に伴い女子生徒への指導が始まったことを踏まえて「生徒指導」を設定し

て実施しました。また、2014 年度より文部科学省から採択を受けたスーパーグローバルハ

イスクール（ＳＧＨ）に関連して「国際理解教育」を継続しました。2015 年度の学校評価

実施にあたっては、それぞれの評価項目について生徒・保護者・教員のご意見を伺うため

にアンケート調査を行い、客観性を高める工夫をいたしました。今年度の回収率は、生徒

99.9％（前年度回収率 98.2％）保護者 59.9％（前年度回収率 60.2％）教員 100.0％（前年

度回収率 95.5％）でした。 
 今年度より、共学化が完成した中学部からの入学生（初等部よりの入学生を含む）と初

めての男女入試を経て入学した一般中学からの生徒が合わさって高等部共学化１年目が開

始しました。共学化に伴い、７クラス編成を９クラス編成に増員しました。今後１年間は

男子のみの学年と共存する移行期となりますが、これまで培ってきた伝統を大切にしなが

ら、新しい体制を構築し、高等部新時代を切り開いていく所存です。また、ＳＧＨ事業も

２年目を迎え、態勢が整って様々なプログラムへの取り組みを積み上げています。スーパ

ーグローバル大学（ＳＧＵ）に採択された関西学院大学との連携をより深めながらこの事

業を進めていきます。なお、この２年間の事業および成果報告を文部科学省に提出し、中

間評価を受ける予定です。2015 年度の学校評価で得られたことを真摯に受け止め、共学校

としての新しい歩みを全力で取り組んでいく所存です。 
関西学院高等部はこれからも学校評価を通じて自らの課題を探り、その課題に誠実に向

き合って、改善を目指していきます。2015 年度高等部の学校評価を項目別にまとめたもの

を、以下に掲載いたします。今後とも、各部門において改善に努めていく所存ですので、

どうぞよろしくお願いいたします。 
2016 年３月 11 日 

関西学院高等部 
部長 石森圭一 
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＜関西学院高等部＞ 

学校評価 
教育理念・使命・目標 

高等部の教育目標は「イエス・キリストを通して、人と世界に仕える使命感と実力を養い、豊かな

心と真摯な態度を備えた人格を培う。」としている。礼拝、聖書科授業、宗教的行事を通してイエス・

キリストから生き方を学び、又その学びの目的を他者に対して仕えるためであるという学院の 

モットー「Mastery for Service」を体現する世界市民の育成を目指す。一貫教育を柱として、大学

で学ぶ力を身につけ、多様な社会の要求に応えうる総合的な人間力を養う。 

2014 年度より文部科学省に採択されたスーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）事業を軸に国

際感覚を身につけた人を育成をする。 

 
2015 年度の評価項目 

●キリスト教主義教育の実践：高等部の教育の根幹をなすため、毎年の評価項目として設定している。

●教育課程・学習指導：重要項目であり、特にカリキュラムや科目の変更に応じるため、毎年の評価

項目として設定している。 
●生徒指導：共学化元年に伴い、女子生徒への指導が新たに始まったため、この項目を設定した。 
●教育環境整備：共学化元年に伴い、生徒数増加、女子生徒の入学に対応するための設備を整備する

ことは重要であるため、この項目を設定した。 
●人権教育：重要項目であり、経年変化をはかるため、毎年の評価項目としている。 
●国際理解教育：ＳＧＨ事業が２年目を迎え、生徒の国際理解への姿勢をはかるため、この項目を昨

年度から継続して設定した。 
 
2015 年度の評価項目とテーマ、自己評価、目標、具体的な取組の状況とその効果に対する評価、今後の方策 

評価項目 

【テーマ】 

キリスト教主義教育の実践 

【キリスト教主義教育の理念の共有・実践】 
自己評価 Ａ 

目標 建学の精神の体現  

具体的な取組の 

状況とその効果

に対する評価 

 

●教員については多くの質問項目について非常に高い肯定的な回答結果であった。 

●生徒質問１「高等部の教育にとって、キリスト教はその土台である」、２「礼拝の時間は

大切だと思う」、３「聖書の言葉には共感できる部分がある」の肯定的回答が、昨年より

もそれぞれ約５％～７％上がり、62.1％、67.4％、71.0％となった。共学化により女子

が入ってきたことが一つの大きな要因であると考える。女子のみを抽出した肯定的回答

の結果が高かった（それぞれ 67.8％、81.5％、78.1％）ことからも読みとれる。 

●生徒質問４「学校は、学校外部のキリスト教関連団体（教会・ボランティア）に関心を

持っている」については、48.7％（昨年 50.5％）と昨年と比べてあまり変わらなかった。

しかし、女子のみを抽出した肯定的回答は男子校であった昨年より増え59.6％であった。

この結果の要因としては、学友会（生徒会）が主催、運営する子ども会、ボランティア

委員会などへの学友会役員からの積極的な参加の呼びかけに対して応えた生徒（特に女

子生徒）が多くいたことや、また高等部がＳＧＨ校であることから、そのような学びの

機会が多かったことが考えられる。 

●聖書科の授業や全校・学年礼拝の中で、授業担当者や講師の先生方によるキリスト教を

通した生徒への語りかけが、自由出席である毎週火曜日の早朝祈祷会に出席状況（全体

平均出席 119.7 名）が良くなっていることや、活発になってきた宗教部員を中心とした

宗教活動の状況（20名以上の参加）に、良い影響を与えていると考える。 

●保護者質問１「学校が実施しているキリスト教主義教育は、子どもの人間的成長に寄与

している」の肯定的回答が 82.7％（昨年は 84.3％）であった。保護者の集いの一つであ

る「聖書を学ぶ会」の出席者数が安定して多いことからも、保護者のキリスト教主義教
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育への関心が非常に高いことがうかがえる。 

●しかしながら、教員質問 6「学校は、生徒に教会出席を奨励している」において、67.4％

の肯定的な回答に止まった。日曜日にもある活発なクラブ活動における公式戦や練習な

どがあるため、生徒への教会出席励行のバランスが課題であると考える。 

今後の方策 ●今後もチャペルのあり方、キリスト教行事の工夫など、更に検討を行い、聖書科教員の

みならず、全教員が協力し合うことでキリスト教主義教育の実践に取り組んでいく。 

●宗教的な授業内外の取り組みに積極的に関わる生徒の育成に力を入れ、またそのような

活躍の場を更に提供することで、そのような生徒中心にキリスト教主義教育の輪を広げ

ていく。 

●生徒、教員だけでなく、保護者に対してもキリスト教主義教育に触れていただく機会を

引き続き提供する。 

●忙しい生徒に教会出席を奨励していく方法を宗教委員会などで引き続き議論する。 

 

評価項目 

【テーマ】 

教育課程・学習指導 

【接続する大学が求める学力を保証する学習指

導の実践】 

自己評価 Ａ 

目標 ●接続する大学で学ぶ力を保証し、社会の要求に応えうる総合的知識を習得する。

具体的には１．基礎学力の向上、２．興味や関心に応じ深く学ぶ、３．知の統合

を目標として掲げる。 

●その中で学習に躓きのある生徒への補習などきめ細やかな対応をする。 

●教育課程や接続する大学への進路ガイダンスを適切に行う。 

具体的な取組の 

状況とその効果

に対する評価 

 

●生徒質問７、８、９、10 などの、主に生徒の学力がついているかの実感や授業

内容についての質問において、70％～80％の肯定的な回答を生徒と保護者から得

た。特に生徒質問８「授業を通じ、学力がついている」は 73.2％で、昨年度比

7.8％と増加した。これは近年取り組んでいる英語・数学・国語の週課題や宿題

等の質・量が増加し、それが基礎学力の定着に結び付いているという実感につな

がっていると思われる。学力向上のための取り組みについて概ね、順調であると

考えられる。 

●生徒質問 12「補習などは適切に行われている」は 71.3％で比較的高い肯定的回

答を昨年度から維持している。具体的には英語や数学が苦手な生徒対象に開講し

ている特別授業や、英語、数学、国語に関して宿題が未提出の生徒、あるいは小

テストにおいて基準点を満たさなかった生徒に対して放課後に行う居残課題と

いう取り組みを数年続けている。 

●教育課程の説明（進級・推薦・卒業）に関しては、生徒質問５、保護者質問２、

教員質問 10 において、80％～90％の肯定的な回答を得た。各学年に対してその

都度行う説明会に対して理解が得られていると理解できる。 

●接続する関西学院大学に関する情報の提供に関する質問においても、生徒の

80.4％、保護者の 77.0％から肯定的回答を得た。しかし、１年生の女子生徒に

限定すると、それは 71.2％と下がり、３つの学年の男子の回答の 82.4％と比較

すると 10％以上の差がある。これは関西学院大学の各学部へ推薦する基準数を

含め、女子が望む情報提供が不十分であると推測される。 

今後の方策 ●学力向上を目指す取り組みを学力向上プロジェクト委員会を中心に、学校全体で

進めて行く。 

●基礎学力の定着をより一層進めるため、英語・数学の特別授業・宿題指導の継続・

強化を行う。 

●教育課程の説明（進級・推薦・卒業）については現在の取組を継続し発展に努め

る。女子生徒への大学進学に関する情報提供の改善について、教員自身が不十分
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であると感じているのと併せて、今後どのような情報が望まれるのか、アンケー

ト調査を行うものとする。 

 
評価項目 

【テーマ】 

生徒指導 

【気持ち良く学校生活を送るための生活指導の

徹底】 

自己評価 Ｂ 

目標 学校生活のルールを守り、規則正しい生活習慣を養う。 

具体的な取組の 

状況とその効果

に対する評価 

 

● 共学化に際し開始した高等部の制服化が完成するため、以前からの男子の制服

指導に加え女子の制服指導を行った。制服の着用ルールや着こなし等、概ね問

題なく推移しているが、学校生活に慣れるに従ってネクタイ・リボンの緩みや

規定外の髪飾りの使用、化粧の使用など若干の校則違反も発生している。そし

て生徒質問 16「守るべき学校生活のルールやマナーがはっきりしている」では、

生徒ハンドブックにきちんと記載されているものの、生徒の半数近くが否定的

な回答をしている。 

● 自転車の道路交通法の改正・兵庫県の条例の制定により、以前の自転車登校指

導よりも更に細やかな指導を行い、１年生の自転車登校許可に際しては自転車

任意保険の義務化を行った。４月より新体育館地下の駐輪場運用も始まったが、

自転車の乗り入れのルールも概ね良好に推移している。 

●「不正やいじめを許さない指導」、「問題行動やトラブルへの適切な対応」につい

て、生徒(質問 17、18)、保護者(質問 10、11)は、45％～60％が肯定的な回答を

するに止まっている。これは、今年度に部活動内での重大ないじめ事件が発覚し

た影響が大きいと考えられる。 本件に関しては、学校として慎重に対処、関係

生徒への厳重な指導を行うとともに、保護者説明会の開催、また人権教育の観点

から教員研修を行うなどの取り組みを行った。 

今後の方策 ● 制服の指導及び自転車登校の指導は比較的順調に推移しているため、今後も継

続してその指導と校則や校内風紀を順守する意識を育み、共学化の完成時には

全校に徹底した校則を順守する風紀を根付かせる。今後も交通指導を徹底し、

加害者にも被害者にもならないマナーを身に着けさせる。 

● 高等部は昨年度まで男子校であったことから女子教育に関しては経験がない

が、男女を問わず生徒に誇りを持たせ、共学完成時まで教員も様々な変化に柔

軟に対応する姿勢をもって歩む。 

● 今年度発生したいじめによる事案を教訓にし、今後学校として人権教育などを

通じいじめを許さない姿勢を更に強く示し指導する。具体的にはホームルーム

では担任が、また部活動においては顧問が生徒の言動や行動に対しより心を配

り、生徒との信頼関係を構築し、様々な問題を早期に解決できるよう取り組む。

 
評価項目 

【テーマ】 

教育環境整備 

【共学化に伴う学校設備の準備・改善】 
自己評価 Ａ 

目標 ●男女共学、定員増に対応した施設・設備の充実を図る。 

●ＩＣＴ、アクティブラーニングなどを活用した、新しい時代の教育に対応できる

教育環境を整備する。 

具体的な取組の 

状況とその効果

に対する評価 

 

●2010 年度からの高中部整備充実計画により、女子トイレや女子更衣室の新設、

視聴覚教室や礼拝堂の座席増など、男女共学、定員増に対応した設備の整備を進

めてきた。2013 年度には高等部特別教室棟、2014 年度には高等部本館の改築、

2015 年度には高等部新体育館が完成した。 

●本校の教育環境整備全般について、生徒(質問 19～21)、保護者(質問 12～13)、
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教員(質問 28～32)ともに高い評価を示している。概ね、本校の施設・設備の整

備が順調に進められていると判断できる。 

●現在の本校のＩＣＴ機器の整備の水準について、生徒の 90％弱が肯定的な回答

をしているのに対して（質問 21）、教員の約 45％は否定的な回答をしている（質

問 33）。このことは、デジタル教材などの時代に対応したＩＣＴ機器のさらなる

整備を、多くの教員が必要と感じていることを表していると考えられる。 

今後の方策 ●現在の充実した施設・設備の、良好な維持、管理を行う。また、生徒の意見も尊

重しながら、共学化が完成するまでその更なる整備・充実を行う。 

●現在のＩＣＴ教室３室を運用し、他の特別教室のＩＣＴ機器についても順次、改

善を進める。またデジタル教材を用いた授業の指導法の研究や教材開発に取り組

み、今後、タブレット端末を利用したＩＣＴ教室の増設などを計画し、将来的な

更なる整備・充実を行う。 

 
評価項目 

【テーマ】 

人権教育 

【人権尊重の精神と実践力の育成】 
自己評価 Ｂ 

目標 ●情報化やグローバル化の進展に伴い、多様化・複雑化する人権課題に対し、生徒

たちが問題意識を共有できるようにする。マイノリティが大切にされる社会がな

ぜ必要なのかをよく理解し、人権尊重の文化を育んでいくための主体的市民とな

ることを目指す。 

具体的な取組の 

状況とその効果

に対する評価 

 

●人権教育の柱を構成するものとして、学年礼拝の時間帯（10:20～10:45）に人権

講座を実施している。一学期は１年生（テーマ：「身近な人権問題」①いじめに

ついて②ネット社会と人権③「男女共生社会」が目指すもの）、二学期は３年生

（テーマ：「人権を見る視点～『暴力』を中心に～」①平和と人権②様々な人権

問題）、三学期は２年生（テーマ：「力をかけ続けることの必要性～数十年の単位

で人権問題を考える～」①部落差別②障がい者差別）と学期ごとに異なる学年を

対象にして展開している。人権講座のシラバスを作成し、全教員、対象学年の全

生徒に配布している。 

●「いじめのアンケートや人権講座・情報科の授業・ホームルームでの取り組み等

を通して、学校としていじめの問題を把握し、その防止に取り組んでいる」とい

う質問において、否定的な回答が、昨年と比べて生徒（質問 23）は 36.2％から

41.7％に、保護者（質問 14）は 20.2％から 38.4％に、教員（質問 37）は 9.5％

から 19.6％に増加している。これは、６月に発覚した部活動内でのいじめ事件

が大きく影響していると思われる。人権教育の観点からも、今回の反省に立って、

いじめ防止への取り組みを人権教育のみならずＨＲ活動とも有機的に結びつけ

ていくことが必要である。８月末にはいじめ問題に関する全教員対象の研修会を

実施した。 

●９月に全校生を対象に「いじめアンケート」を実施した。（2007 年度より継続）

今回の事件を受けて、厳しい意見も寄せられたが、生徒達からのＳＯＳを敏感に

感じとることが、いじめ問題への対処の大切な要素であると考える。 

今後の方策 ●クラス増に伴い、単に知識を伝達するのみならず、より双方向的な取組みを含む、

ＨＲ活動などと連携した新しい人権講座のあり方を検討する。 

●いじめの防止に継続して取り組み、人権侵害を受けている生徒が声を上げられる

ような学校づくりを目指す。そのために教員研修を継続する。 

 
 
 
 



- 5 - 

評価項目 

【テーマ】 

国際理解教育 

【国際的な問題への取組意欲・関心の向上】 
自己評価 Ａ 

目標 ●ＳＧＨのプログラムとしてのＧＧＰ（全生徒対象）や各教科を通して、世界共通

の価値観や世界規模の課題に対応する姿勢を育み、また同時に異文化理解を深め

る。 

●語学力や国際性を身につけるために、短期・中期・長期留学希望、海外渡航の意

欲を育成し、国内外で開催される国際交流プログラムへの積極的な参加を促す。

具体的な取組の 

状況とその効果

に対する評価 

 

●2014 年度に文部科学省からスーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）の指定

を受け、ＧＧＰ（General Global Program 全生徒対象）、ＧＬＰ（Global Leader 

Program に選抜された生徒）と二層の教育プログラムを実施して２年目を迎え

た。2015 年度はＧＧＰについては、昨年に引き続きグローバルな課題やテーマ

について大学教員を中心に多くの講演会を実施し、また学院全体のシンポジウム

等の参加も促し、全生徒に社会・国際問題についての関心・興味を高める機会を

与えることができた。ＧＬＰについては高１対象のＧＳⅠ（Global Study Ⅰ）

と高２、３年対象のＧＳⅡ（Global Study Ⅱ）に分かれ、世界を知り、グロー

バルな課題を解決・実践する力を身につけることを目標とし、週１回の放課後に

１時間授業を行った。授業は大学教員を中心に高等部の教員が協力して行い、基

本的に授業や、生徒のプレゼンテーション等も英語で実施し、実践的な語学力を

高める活動につなげることができた。 

●ＧＧＰは大学教員や世界で活躍する著名人を招いての講演が中心であったが、今

年度のＧＧＰの特徴としては、高１の学年の全体プログラムとして新聞記事を用

いてのポスターセッションを実施した。村尾信尚教授に大型プリンターで打ち出

された各クラスのポスターをそれぞれ講評していただき、その後グローバルな視

点での講演も開催した。 

ＧＧＰやＧＬＰの影響もあり、生徒質問 25「国際的な問題や世界の出来事など

に興味・関心が強くなってきたと感じる」については昨年度は全体での肯定的評

価は 68.7％であったが、今年度は高１女子生徒だけでは 73.3％と肯定する割合

が高い。また高１，２，３年生の男子生徒では 69.9％が「感じる」とし、全体と

しても少し向上している。教員は教員質問 39「学校は、生徒の国際的な諸問題（国

際協力、環境問題、紛争など）への関心を高める努力をしている」については肯

定的評価は昨年の 85.7％から 97.8％と伸び、高い割合で学校の取り組みを評価

しているが、生徒の受け止め方と教員の間に開きがみられる。教員側だけの満足

ではなく、生徒側へもプログラムの意義についてもっと掘り下げて説明していか

なくてはならない。また保護者は保護者質問 16「学校は、生徒の国際的な問題へ

の関心を高める努力をしている」について 73.2％が肯定的な回答をしているもの

の、その割合は昨年度と変化が見られない。 

●短期・中期・長期留学の説明会を開催し奨励しているが、生徒質問 27「将来、

海外に行ったり、機会があれば留学したいと感じている」についての肯定的評価

は 72.7％、同様の保護者質問 18 については 64.7％、同様の教員質問 41 につい

ては 89.1％と昨年度から変化が見られない。テロなどの世界情勢の影響が否め

ないと感じる。 

今後の方策 ●ＳＧＨのプログラムが学校全体のプログラムであることをもっと全教員・生徒に

認識させ、積極的な参加を促すとともに、保護者からの関心や理解を得ていく。

ＳＧＨプログラムがそのプログラムに携わる一部の教員のみによって運営され

ることなく、全教員の意思疎通と理解のもとで進められるものとなるようにす

る。そのためには、各会議でのＳＧＨ情報の発信と、全体の教師会や学年会での

情報の共有が不可欠となり、また生徒対象のみならず、教員対象の研修も積極的
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に行っていく。 

●留学団体の協力を得た短期・中期・長期留学について、また国際交流プログラム

についての説明会を積極的に全生徒・保護者に告知し、且つ実施していく。国際

交流部や英語科の教員のみならず全教員が留学制度や国際交流プログラムにつ

いて情報を共有し、理解を深め、生徒の海外留学、海外渡航意欲を高めていく。

●学校内での国際交流の一貫として、本校で毎年受け入れている留学生と生徒同士

の交流は意味があり非常に重要な役割を果たしている。学校として受け入れる留

学生の数を増やすために、高等部の在校生の中で学校から近距離でホストファミ

リーとして貢献してもらえる家庭を確保する登録制度を確立していく。 

（自己評価） 

A＋=テーマに対する目標を達成した。 

A=テーマに対する目標を概ね達成した。  

B=テーマに対する目標の達成に向けた計画や方策などを実行しているが、達成にはまだ時間がかかる。 

C=テーマに対する目標の達成に向けた計画や方策などを実行していない。 

 

総合評価 

これまで男女共学化を迎えるに当たって、校舎の改装や特別棟、専用体育館新設などのハード面と、

女子生徒の指導や部活動等、また共学化に伴う定員増、クラス増、そして新学習指導要領導入による

カリキュラム改訂などの様々なソフト面の整備を行ってきた。初めての男女入試は志願者の増加とと

もに、レベルの高い選考となり、初等部卒業生を含む中学部からの進学生とともに４月から共学校と

してのスタートを切った。２年前の入学生（現高３）から導入していた制服化によって、統一した形

で４月からの新学期を迎えることができた。準備の段階で抱いていた不安を生徒たちは喜びへと変え

てくれ、生徒たちの活躍が学校全体の雰囲気を明るく導いてくれた。その中で1学期に起こった部活

動内でのいじめ事件は、生徒や保護者の方々に多大な心配と不安をおかけした。この反省、課題を生

徒指導、人権教育の両面で活かしていかなければならない。 

また、２年間のＳＧＨ事業を経て、英語、社会だけでなく国語、家庭科などの協力も得て取り組み

が広がってきた。運営する組織や人員・人材も徐々に整備されて、事業が軌道に乗ってきている。こ

の２年間の取組は文部科学省の中間評価を受けることになる。その評価も踏まえて、2016 年度は３

年間の継続的な取組としての完成を迎える。大学のＳＧＵ事業につながるものとして、学院全体のミ

ッションである「世界市民の育成」に努力していきたい。さらに学院中期計画に基づき、学力の定着、

ＩＣＴ環境の整備等進捗させていく。 

 
2015 年度の評価をふまえて 2016 年度に予定している評価項目、テーマ等 

2016 年度は、最上級生だけが男子学年、そして７クラス編成という過渡期の最終年度となる。共

学化２年目となる来年度の評価項目としては、高等部の教育の土台となる「キリスト教主義教育の実

践」はもちろんのこと、学習内容の中心となる「教育課程・学習指導」の項目、また今年度の大きな

反省を踏まえ、「生徒指導」「人権教育」も評価項目として設定する予定である。また、ＳＧＨ事業も

文部科学省の中間評価を受けて、３年間を通じてのプログラムを構築していく中、「国際理解教育」

の評価項目を継続する。 
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第三者評価／学校関係者評価 

共学化に伴い、キリスト教主義教育の浸透が生徒に順調に進展しています。今後は、１年生の結果

からもうかがえるように、特に男子生徒へのより積極的な働きかけが必要と思われます。 

教育課程・学習指導については、院内推薦制度を前提とした教育課程を整備する中できめ細やかな

学習指導が展開されていること、さらにＩＣＴ機器の整備が進んでいることが大変評価できます。 

ただ、接続する関西学院大学に関する情報提供の状況については、肯定的評価に一定の男女差が生

まれています。それぞれの心理的・発達的特徴を踏まえた進路指導の実施が望まれます。 

心身ともに変化が大きい高校生を対象とする生徒指導に関しては、共学化に即した様々な方法の導入と丁

寧な指導の展開の点で優れています。一方、昨年度の事案に関する課題を通して、高等部の教育目標の実

現を目指した新しい人間関係の構築が期待されます。中でも、生徒と教員のコミュニケーションに関

する設問では、100％の教員が肯定的回答を示す中、生徒全体・保護者では約 70％、１年生女子では

約 55％となり、教員側の努力と実感が、生徒・保護者の実感につながっていない様子がうかがえます。

生徒・保護者ともに学力向上の肯定的な評価の割合が今年度では上昇または高水準で維持されてい

ることをもとに、生徒の個性・能力に応じた学習指導や部活動指導などを展開する中で、人権教育を

充実させながら、今後も生徒とのコミュニケーションおよび家庭との連携をより一層図ることが求め

られます。 

グローバル・リーダー育成をめざしたＳＧＨの教育プログラムが２年目を迎え、ポスターセッショ

ンを実施することなど、全校あげて積極的に成果発表が行われていることを高く評価します。国際的

な関心が高い傾向にある女子生徒からよい刺激をうけて、ＳＧＨプログラムと国際理解教育のさらな

る発展と充実が期待されます。 

2015 年度の高等部の教育活動全体によって、総合学園としての関西学院の一貫教育の展開と充実

が進展しています。そして、ともに中等教育を担う中学部との接続を一層強化しながらより大きな推

進力となることが望まれます。 

ＳＧＨ２年目を迎え、グローバルな教育は益々深まりを見せているようです。教職員とのコミュニ

ケーションが十分ではないと感じている女子生徒が半数近くいるというのは女子を受け入れ始めた

学校の経験する苦悩でしょう。しかし、コミュニケーションはこれからの教育の中心となるべき重要

な課題です。時間をかけてこの点がうまく動くようになれば、女子生徒たちは、今抱えている校内の

他の問題に対しても良い影響を与えることができると思います。女子生徒という新しい学校の構成者

たちが学校に多様性と優しい秩序をもたらすことに期待します。 

キリスト教主義教育や授業、学習面での評価、またＳＧＨによる国際理解教育など、肯定的な評価

が上昇している点は、高等部の先生方の取り組みが生徒達に浸透している証拠です。共学になったこ

とも確かに原因と思われますが、生徒たちが前向きに学校生活に取り組んでいる姿勢が、アンケート

の数字からも、あるいは普段見かける高等部生の明るい表情からも、うかがい知ることができます。

共学の過渡期を迎えて、様々な面で細かい配慮が必要となる時期でもありますが、生徒一人ひとり

にとっての今と将来を見据えて、何が一番大切であり、守っていかなければならないのかを、教育の

軸としてしっかり持っていることが重要であると考えます。共学となった高等部は、今とても注目さ

れています。ラグビー部や剣道、アメリカンフットボール、グリークラブはじめ、部活動での輝かし

い成果はもちろん、対外的な奉仕活動や学問の成果などを含め、さらにより質の高い教育、より安心

できる学び舎をめざして進んで行かれることを、これからも期待します。 

「キリスト教主義教育の実践」については、教員、生徒に対する質問の回答が昨年度より肯定的回

答が増加しており、昨年度より改善されていると考えられます。 

「教育課程・学習指導」については、昨年度より肯定的な回答が増加し、高い水準を維持している

点は、評価できます。関西学院大学に関する情報の提供については、１年生女子に対する情報提供の

改善が期待されます。学力向上のための取り組みを進めていただくことが期待されます。 

「生徒指導」については、特に「不正やいじめを許さない指導」などを、人権教育の視点からの方

策を通じて改善することが期待されます。 
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「教育環境整備」については、生徒、保護者、教員が全般的に高い評価をしている点は、大変評価

できます。 

「人権教育」については、いじめの防止に継続して取り組まれ、人権侵害を受けている生徒が声を

あげられる学校づくりを、今後とも目指し、改善していかれることが期待されます。 

「国際理解教育」については、ＳＧＨのプログラムを高等部全体の国際化を進める大きな手段とし

て利用し、国際理解教育のより一層の進展を進められることが、期待されます。 

2015 年度学校評価 
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質問1. 高等部の教育にとって、キリスト教はその土

台であると思う。 

質問2. 礼拝の時間は大切だと思う。 

質問3. 聖書の言葉には共感できる部分がある。 

質問4. 学校は、学校外部のキリスト教関連団体（教

会・ボランティア）に関心を持っている。 

質問5. 学校から進級・推薦・卒業などに関する説明

を適切に受けている。 

質問6. 実力テスト・ＧＴＥＣなどの外部テストは、

自分の学力分析やその後の学習に役立っている。 

質問7. 自分たちの学力・体力は的確に評価されてい

る。 

質問8. 授業を通じ、学力がついている。 

質問9. わかりやすく工夫している授業がある。 

質問10. 興味深い内容のある授業がある。 

質問11. 選択授業は充実している。 

質問12. 補習などは適切に行われている。 

質問13. 接続する関西学院大学に関する情報を知

り、大学進学について考える機会がある。 

質問14. 担任やクラブ顧問とのコミュニケーション

が十分取れている。 

2015年度 学校評価アンケート集計結果 
高等部・生徒 質問１～14 （回収率 99.9% 989人/990人中） 

回答番号１：強くそう思う 回答番号２：どちらかといえばそう思う 

回答番号３：あまりそう思わない 回答番号４：まったくそう思わない 
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質問15. 挨拶・時間厳守・美化など学校生活の基本

が適切に指導されている。 

質問16. 守るべき学校生活のルールやマナーがはっ

きりしている。 

質問17. 学校は、不正やいじめを許さないよう指導

している。 

質問18. 学校は、問題やトラブルが起こった際、適

切な対応をしている。 

質問19. 学習に必要な施設・設備・教具（映像・音

響、実験・実習、体育等）が十分整備されている。 

質問20. 男女共学化、生徒増に応じた施設・設備

（トイレ・更衣室・食堂など）が十分整備されてい

る。 

質問21. 現在の学校の、ﾊﾟｿｺﾝ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰなどの

ICT機器は、適切に提供、設置されている。 

質問22. 学校の教育活動全体で一人一人の生徒の人

権が尊重される環境になっている。 

質問23. いじめのアンケートや人権講座・情報科の

授業・ホームルームでの取り組み等を通して、学校

としていじめの問題を把握し、その防止に取り組… 

質問24. 人権講座を中心に、学校はさまざまな人権

問題について意識を高める教育を行っている。 

質問25. 国際的な問題や世界の出来事などに興味・

関心が強くなってきたと感じる。 

質問26. 語学力を含み、国際性を身につけることが

できるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなどが学校で提供されている。 

質問27. 将来、海外に行ったり、機会があれば留学

したいと感じている。 

2015年度 学校評価アンケート集計結果 
高等部・生徒 質問15～27 （回収率 99.9% 989人/990人中） 

回答番号１：強くそう思う 回答番号２：どちらかといえばそう思う 

回答番号３：あまりそう思わない 回答番号４：まったくそう思わない 



 

11.0% 

23.3% 

23.3% 
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21.9% 

19.2% 
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17.2% 
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19.9% 

33.6% 

8.2% 

21.9% 

20.5% 

18.5% 

29.5% 

23.3% 

32.3% 

20.0% 

24.7% 

35.2% 

2.1% 

2.7% 

2.1% 

6.8% 
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0.7% 
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1.4% 

1.4% 
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4.1% 

4.1% 

9.7% 
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質問1. 高等部の教育にとって、キリスト教はその

土台であると思う。 

質問2. 礼拝の時間は大切だと思う。 

質問3. 聖書の言葉には共感できる部分がある。 

質問4. 学校は、学校外部のキリスト教関連団体

（教会・ボランティア）に関心を持っている。 

質問5. 学校から進級・推薦・卒業などに関する説

明を適切に受けている。 

質問6. 実力テスト・ＧＴＥＣなどの外部テスト

は、自分の学力分析やその後の学習に役立ってい

る。 

質問7. 自分たちの学力・体力は的確に評価されて

いる。 

質問8. 授業を通じ、学力がついている。 

質問9. わかりやすく工夫している授業がある。 

質問10. 興味深い内容のある授業がある。 

質問11. 選択授業は充実している。 

質問12. 補習などは適切に行われている。 

質問13. 接続する関西学院大学に関する情報を知

り、大学進学について考える機会がある。 

質問14. 担任やクラブ顧問とのコミュニケーション

が十分取れている。 

2015年度 学校評価アンケート集計結果 
高等部・生徒<１年女子＞ 質問１～14  １４６人 

回答番号１：強くそう思う 回答番号２：どちらかといえばそう思う 

回答番号３：あまりそう思わない 回答番号４：まったくそう思わない 
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42.5% 
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15.1% 
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0.0% 
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質問15. 挨拶・時間厳守・美化など学校生活の基本

が適切に指導されている。 

質問16. 守るべき学校生活のルールやマナーがはっ

きりしている。 

質問17. 学校は、不正やいじめを許さないよう指導

している。 

質問18. 学校は、問題やトラブルが起こった際、適

切な対応をしている。 

質問19. 学習に必要な施設・設備・教具（映像・音

響、実験・実習、体育等）が十分整備されている。 

質問20. 男女共学化、生徒増に応じた施設・設備

（トイレ・更衣室・食堂など）が十分整備されてい

る。 

質問21. 現在の学校の、ﾊﾟｿｺﾝ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰなどの

ICT機器は、適切に提供、設置されている。 

質問22. 学校の教育活動全体で一人一人の生徒の人

権が尊重される環境になっている。 

質問23. いじめのアンケートや人権講座・情報科の

授業・ホームルームでの取り組み等を通して、学校と

していじめの問題を把握し、その防止に取り組んで… 

質問24. 人権講座を中心に、学校はさまざまな人権

問題について意識を高める教育を行っている。 

質問25. 国際的な問題や世界の出来事などに興味・

関心が強くなってきたと感じる。 

質問26. 語学力を含み、国際性を身につけることが

できるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなどが学校で提供されている。 

質問27. 将来、海外に行ったり、機会があれば留学

したいと感じている。 

2015年度 学校評価アンケート集計結果 
高等部・生徒＜１年女子＞ 質問15～27  １４６人 

回答番号１：強くそう思う 回答番号２：どちらかといえばそう思う 

回答番号３：あまりそう思わない 回答番号４：まったくそう思わない 
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質問1. 高等部の教育にとって、キリスト教はその

土台であると思う。 

質問2. 礼拝の時間は大切だと思う。 

質問3. 聖書の言葉には共感できる部分がある。 

質問4. 学校は、学校外部のキリスト教関連団体

（教会・ボランティア）に関心を持っている。 

質問5. 学校から進級・推薦・卒業などに関する説

明を適切に受けている。 

質問6. 実力テスト・ＧＴＥＣなどの外部テスト

は、自分の学力分析やその後の学習に役立ってい

る。 

質問7. 自分たちの学力・体力は的確に評価されて

いる。 

質問8. 授業を通じ、学力がついている。 

質問9. わかりやすく工夫している授業がある。 

質問10. 興味深い内容のある授業がある。 

質問11. 選択授業は充実している。 

質問12. 補習などは適切に行われている。 

質問13. 接続する関西学院大学に関する情報を知

り、大学進学について考える機会がある。 

質問14. 担任やクラブ顧問とのコミュニケーション

が十分取れている。 

2015年度 学校評価アンケート集計結果 
高等部・生徒 ＜１年男子＞質問１～14  ２２５人 

回答番号１：強くそう思う 回答番号２：どちらかといえばそう思う 

回答番号３：あまりそう思わない 回答番号４：まったくそう思わない 
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質問15. 挨拶・時間厳守・美化など学校生活の基本

が適切に指導されている。 

質問16. 守るべき学校生活のルールやマナーがはっ

きりしている。 

質問17. 学校は、不正やいじめを許さないよう指導

している。 

質問18. 学校は、問題やトラブルが起こった際、適

切な対応をしている。 

質問19. 学習に必要な施設・設備・教具（映像・音

響、実験・実習、体育等）が十分整備されている。 

質問20. 男女共学化、生徒増に応じた施設・設備

（トイレ・更衣室・食堂など）が十分整備されてい

る。 

質問21. 現在の学校の、ﾊﾟｿｺﾝ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰなどの

ICT機器は、適切に提供、設置されている。 

質問22. 学校の教育活動全体で一人一人の生徒の人

権が尊重される環境になっている。 

質問23. いじめのアンケートや人権講座・情報科の

授業・ホームルームでの取り組み等を通して、学校

としていじめの問題を把握し、その防止に取り組… 

質問24. 人権講座を中心に、学校はさまざまな人権

問題について意識を高める教育を行っている。 

質問25. 国際的な問題や世界の出来事などに興味・

関心が強くなってきたと感じる。 

質問26. 語学力を含み、国際性を身につけることが

できるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなどが学校で提供されている。 

質問27. 将来、海外に行ったり、機会があれば留学

したいと感じている。 

2015年度 学校評価アンケート集計結果 
高等部・生徒＜１年男子＞ 質問15～27  ２２５人 

回答番号１：強くそう思う 回答番号２：どちらかといえばそう思う 

回答番号３：あまりそう思わない 回答番号４：まったくそう思わない 
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質問1. 高等部の教育にとって、キリスト教はその土

台であると思う。 

質問2. 礼拝の時間は大切だと思う。 

質問3. 聖書の言葉には共感できる部分がある。 

質問4. 学校は、学校外部のキリスト教関連団体（教

会・ボランティア）に関心を持っている。 

質問5. 学校から進級・推薦・卒業などに関する説明

を適切に受けている。 

質問6. 実力テスト・ＧＴＥＣなどの外部テストは、

自分の学力分析やその後の学習に役立っている。 

質問7. 自分たちの学力・体力は的確に評価されてい

る。 

質問8. 授業を通じ、学力がついている。 

質問9. わかりやすく工夫している授業がある。 

質問10. 興味深い内容のある授業がある。 

質問11. 選択授業は充実している。 

質問12. 補習などは適切に行われている。 

質問13. 接続する関西学院大学に関する情報を知

り、大学進学について考える機会がある。 

質問14. 担任やクラブ顧問とのコミュニケーション

が十分取れている。 

2015年度 学校評価アンケート集計結果 
高等部・生徒＜男子１・２・３年＞ 質問１～14 ７８４人 

回答番号１：強くそう思う 回答番号２：どちらかといえばそう思う 

回答番号３：あまりそう思わない 回答番号４：まったくそう思わない 
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質問15. 挨拶・時間厳守・美化など学校生活の基本

が適切に指導されている。 

質問16. 守るべき学校生活のルールやマナーがはっ

きりしている。 

質問17. 学校は、不正やいじめを許さないよう指導

している。 

質問18. 学校は、問題やトラブルが起こった際、適

切な対応をしている。 

質問19. 学習に必要な施設・設備・教具（映像・音

響、実験・実習、体育等）が十分整備されている。 

質問20. 男女共学化、生徒増に応じた施設・設備

（トイレ・更衣室・食堂など）が十分整備されてい

る。 

質問21. 現在の学校の、ﾊﾟｿｺﾝ、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰなどのICT
機器は、適切に提供、設置されている。 

質問22. 学校の教育活動全体で一人一人の生徒の人

権が尊重される環境になっている。 

質問23. いじめのアンケートや人権講座・情報科の

授業・ホームルームでの取り組み等を通して、学校と

していじめの問題を把握し、その防止に取り組んで… 

質問24. 人権講座を中心に、学校はさまざまな人権

問題について意識を高める教育を行っている。 

質問25. 国際的な問題や世界の出来事などに興味・

関心が強くなってきたと感じる。 

質問26. 語学力を含み、国際性を身につけることが

できるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑなどが学校で提供されている。 

質問27. 将来、海外に行ったり、機会があれば留学

したいと感じている。 

2015年度 学校評価アンケート集計結果 
高等部・生徒＜男子１・２・３年＞ 質問15～27 ７８４人 

回答番号１：強くそう思う 回答番号２：どちらかといえばそう思う 

回答番号３：あまりそう思わない 回答番号４：まったくそう思わない 
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質問1. 学校が実施しているキリスト教主義教育

は、子どもの人間的成長に寄与している。 

質問2. 学校から進級・推薦・卒業などに関する説

明を適切に受けている。 

質問3. 学校は、生徒の学力・体力を的確に評価し

ている。 

質問4. 学校は、授業を通じ、生徒に適切な学力の

定着を図っている。 

質問5. 学校は、補習・選択授業を通じ、生徒の個

性・能力に応じた学びを展開している。 

質問6. 学校は、接続する関西学院大学に関する情

報を適切に提供している。 

質問7. 学校において、教員と生徒とのコミュニ

ケーションが十分とれている。 

質問8. 学校は、挨拶・時間厳守・美化など学校生

活の基本ルールを適切に指導している。 

質問9. 学校は、生徒が規則正しい生活が送れるよ

う適切に指導している。 

質問10. 学校は、不正やいじめを許さないよう指導

している。 

質問11. 学校は、生徒のトラブルや問題行動などに

対して、迅速かつ適切な対応をしている。 

質問12. 学校は多様な学習内容・学習形態に応じた

施設・設備を整備している。 

質問13. 学校は、男女共学化、生徒増に応じた施

設・設備の整備をしている。 

質問14. いじめのアンケートや人権講座・情報科の

授業・ホームルームでの取り組み等を通して、学… 

質問15. 生徒自身が種々の人権問題について、より

関心を持つようになったと家庭で感じる。 

質問16. 学校は、生徒の国際的な問題への関心を高

める努力をしている。 

質問17. 学校は、語学力を含み、生徒が国際性を身

につけることができるプログラムや教育環境を提… 

質問18. 学校は、生徒が留学を希望したり、海外に

行ってみたいという意欲を育んでいる。 

2015年度 学校評価アンケート集計結果 
高等部・保護者 （回収率 59.9% 598人/998人中） 

回答番号１：強くそう思う 回答番号２：どちらかといえばそう思う 

回答番号３：あまりそう思わない 回答番号４：まったくそう思わない 
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質問1. 教員間でキリスト教主義教育の理念を共有している。

質問2. 学校は、キリスト教主義的人間理解を基に日々の教育活

動を行っている。

質問3. 学校は、教員がキリスト教主義教育への理解を深める環

境を提供している。

質問4. 学校は、礼拝を教育の重要な柱とし、教員はそれを意識

して守っている。

質問5. 学校は、生徒のキリスト教主義的人間理解を育成するプ

ログラムを実施している。

質問6. 学校は、生徒に教会出席を奨励している。

質問7. 学校は、教会など他のキリスト教関係団体から礼拝の奨

励者を招いている。

質問8. 学校は、教会などキリスト教関係団体を通じて献金を広

く行っている。

質問9. 学校は、キリスト教諸団体と種々の連携を図っている

質問10. 学校は、進級・推薦・卒業などに関する説明を適切に

行っている。

質問11. 学校は、教育課程の編成や実施について教務部を中心と

して連携を図っている。

質問12. 学校は、外部テストなどを活用して生徒の学力を把握

し、その後の指導に役立てている。

質問13. 学校は、生徒の学力・体力の的確な評価に努めている。

質問14. 教員(自分）は、授業を通じ、生徒に適正な学力を定着

させている。

質問15. 教員(自分）は、質の高い授業を目指し、授業研究を十

分に行っている。

質問16. 教員(自分）は、授業研究の成果を活かし、授業改善の

工夫を行っている。

質問17. 学校は、補習・選択授業を通じ、生徒の個性･能力に応

じた学びを展開している。

質問18. 高等部は、中学部と適切に情報交換・連携を図ってい

る。

質問19. 高等部は、接続する関西学院大学・各学部と適切に連携

を図っている。

質問20. 教員(自分）は、クラス担任・クラブ顧問として生徒と

コミュニケーションを取り、生活状況などに配慮している。

質問21. 学校は、挨拶・時間厳守・美化など、学校生活の基本

ルールを適切に指導している。

2015年度 学校評価アンケート集計結果

高等部・教員 質問１～21 （回収率 100% 46人/46人中）

回答番号１：強くそう思う 回答番号２：どちらかといえばそう思う

回答番号３：あまりそう思わない 回答番号４：まったくそう思わない
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質問22. 学校は、守るべきルールやマナーを明示し、日々の指

導をきめ細かく行なっている。

質問23. 学校は、状況をわきまえ周囲に配慮して行動できる、

よき社会人の育成を図っている。

質問24. 学校は、不正やいじめを許さない強い姿勢を生徒に示

している。

質問25. 学校は、生徒の問題行動などの早期発見に努め、教員

間で情報の共有を図っている。

質問26. 学校は、生徒の問題行動などに対し、迅速かつ適切な

指導を行っている。

質問27. 学校は、保護者に対し生徒に関する情報交換を適切に

行っている。

質問28. 学校は、多様な学習内容・学習形態に応じた施設・設

備を整備している。

質問29. 学校は、施設・設備の管理・保守を適切に行ってい

る。

質問30. 学校は、男女共学化、生徒増に応じた施設・設備（ト

イレ・更衣室・食堂など）を整備している。

質問31. 学校は、多様な学習内容・学習形態に応じた教材・教

具を整備している。

質問32. 教員(自分）は、教材・教具の管理を適切に行ってい

る。

質問33. 現在の学校のICT教育環境は、適切な水準である。

質問34. 教員(自分）は、業務上必要なＯＡ機器活用能力を有し

ている。

質問35. 教員(自分）は、情報倫理を有し個人情報保護について

配慮している。

質問36. 教員(自分）は、教科等の指導において、一人一人を大

切にする授業を行っている。

質問37. いじめのアンケートや人権講座・情報科の授業・ホー

ムルームでの取り組み等を通して、学校としていじめの問題を把

握し、その防止に取り組んでいる。

質問38. 人権講座を中心に、学校はさまざまな人権問題につい

て意識を高める教育を行っている。

質問39. 学校は、生徒の国際的な諸問題（国際協力、環境問

題、紛争など）への関心を高める努力をしている。

質問40. 学校は、語学力を含み、生徒が国際性を身につけるこ

とができるプログラムや教育環境を提供している。

質問41. 学校は、生徒が留学を希望したり、海外に行ってみた

いという意欲を育んでいる。

2015年度 学校評価アンケート集計結果

高等部・教員 質問22～41 （回収率 100% 46人/46人中）

回答番号１：強くそう思う 回答番号２：どちらかといえばそう思う

回答番号３：あまりそう思わない 回答番号４：まったくそう思わない


